


r串本町議会議員一般選挙・串本町長選挙」のお知らせ

■日程
重

国璽亘〕 4月14日（日）
【投票時間】午前7時～午後7時

4月9日（火）

［期日前投票I
期間 4月lO日（水） ～ 13日（土）

時間 午前8時30分～午後8時

場所 串本町役場本庁舎別館 l階会議室

串本町役場古座分庁舎 l階□ビー

投
票
箱

■立候補の届出
立候補をされる方は、下記のとおり立候補の受付を行いますので、受付時間

内に届出を行って下さい。

［立候補受イ寸時間］

El時 4月9日（火）午前 8時30分～午後5時

場所 串本町文化センター l階展示ホー）レ

■投票所の一覧（入場券に記載されている投票所をこ確認ください。）
投 要 区 投要場所の名前 行政区

第 1投票図串本町役場 栄，矢ノ熊、大水騎、サンコ台

第2投震区 屯本小字校体育館 北、袋

第3投票区二区会館 西、南，栢松

第4投翠区屯本中手校 堀笠飼

第5投票区錦己小学校 二色、；；；；云

第 6投栗区 橋杭芙会所 llil野Ill

第7投票区串本町公民嗚潮岬支濡 刑岬

第8投震区 咽仰平松コミコニティーセンター 平松、萩尾、塔石

第9投票区出宮集会所 出室

第ID投雰区 由本町公尻館有田支館 有田

第II投栗区串本町公民館田並支館 田亜

第12投票区田前上多目的集会断 田亜上

第13投要区汀田多目的集会所 汀田

第14投票区旧赤頑小学校 田子、安指

第15投栗図串本町公戻誼和深支誼 租深、里！II

第16投票区 紀伊大烏開発総合センター 大呈

第17投票区須江・浜須苔集会所 須江、（白管隊）

第18投翠区樫野集会所 樫野

投 要 区 投要場所の名前

第79投票図 老人恩の家福士荘

第20投震区 伊中多目的集会所

第2]投票区 西向中＃校

第22投菜区 老人憩の家窃ヶ浜

第23投票区 岩渕再年クラプ

第24投栗区 占田コミュニテイセンター

第25投票区 中湊コミュ＝テイセンター

第26投震区 消防団褪点施設

第27投票区 津荷集会所

第28投要区 山村交流センター

第29投票区 上田原生活改蕪センター

第30投票区 佐部集会所

行政区

姫1||、姫

伊中

目津大浦、神野Ill

原町、上ゲ地、住吉

岩渕

己田

中湊、上ノ丁、上野山

中ノ丁、下ノ丁

津荷

田原

上田原

佐部

※投票所入楊券は、選挙人名簿に登録された方に郵送します。

※なお選挙人名簿に登録された方は、入場券がなくても投票することができます。

●問い合わせ先 串本町選挙笞理委員会（役場総務課内） tt 0735-62-0555 

禾造住宅無料耐震診断につい迄

串本ll3Jては、 113J内にある木造住宅の耐震診断を

いま9o

家屋の耐震対策は圧死によって命を奪われるケースを防くだけでなく、避難経路

の確保という面でも非常に重要となります。

この制度を利用して、こ自宅の耐震性を知つていにたきご家庭の地需対策を進め

るきかつけにしてみまでんか？

象】吃禾056年5月31日以前に建築（着工を含む）

された町内の木造住宅

【中込期限】平成26年1月末

【募集戸数】 30戸（※先着II信）

【対

※木造住宅耐震診断士が建物を目視によリ診断しま芍

ので、壁ゆ床をはかしtこりすることはありません。
診断時問は1~2涛間程度です。

※上言已無料診断において、碁準値未満と診断されに場

合「耐震改修設言t費補助制度J「耐震改修工事費補助
制度」あわせてご利用できます。

お気軒にお丙い合わせくたさい。

詳しくは 役場総務課防災・防犯クル フまで
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一
に
つ
い
て
強
く
要
招
が
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
上
地
開
発
公
朴

で
は
サ
ン
ゴ
台
に
新
た
な
用
地
を
造
成
し

提
供
す
る
こ
と
を

H
的
に
災
古
対
染
用
地

造
成
事
業
を
丈
施
し
て
い
ま
す
。
上
事
が

完
成
す
る
と

1
万
3
1
4
5
f
方
メ
ー
ト

ル
の
造
成
地
が
で
き
る
予
定
で
、
本
年
12

月
の
完
成
を

H
指
し
事
業
を
進
め
て
い
ま

す。■安
心
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

く
し
も
と
町
立
病
院

住
民
の
願
い
で
し
た
新
柄
院
が
開
院
し

て
以
来
、

1
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

新
病
院
の
建
設
に
際
し
て
は
、
私
自
身
「
住

民
負

tA
の
少
な
い
病
院
建
設
」
を
公
約
に

掲
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
実
施
設

nt

の
見
直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
411

病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ホ
さ
れ
て
い

る
病
院
建
築
標
準
仕
様
単
価
を

H
安
に
実

施
設
計
を
照
杏
し
て
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、

そ
の
結
果
、
設
計
額
で
約
3
低
日
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
札

に
お
い
て
は
条
件
付
．
般
競
争
人
札
の
実

施
に
よ
り
、
設
計
額
を
約
10
低
円
下
回
る

価
格
で
の
洛
札
と
な
り
、
更
に
は
地
域
医

療
再
牛
臨
時
特
別
交
付
金
の
交
付
決
定
に

よ
り
約
10
億
円
の
補
助
を
受
け
る
な
ど
、

仝
体
で
約
23
億
円
の
費
用
削
減
を
果
た
し

ま
し
た
。

新
病
院
の
診
療
機
能
は
、
基
本
的
に
は

旧
串
本
・
旧
占
座
川
向
院
を
引
き
継
い
だ

形
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
仕
民
の

皆
さ
ま
か
ら
設
置
要
望
の
多
か
っ
た
脳
神

経
外
科
の
診
療
を
月
1
回
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
医
燎
機
器
で
は
、
近
畿
人
学
医
学

平
成

25
年
串
本
町
諜
会
第

1
回
定
例
会
は
、

3
月

6
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

3
月

25
日
ま
で
の

20
日
間
と
し
て

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

田
嶋
町
長
は
町
政
運
営
に
関
す
る
所
信
を
述
べ
、
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

■災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

近
い
将
来
、
必
ず
起
こ
る
と
さ
れ
て
い

る
地
震
・
津
波
を
危
惧
す
る
中
、
一
叶
年

の
束

□本
人
震
災
は
、
私
た
ち
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
叶
年
、
内
閣
府
の

検
討
会
よ
り
公
表
さ
れ
た
＋
lyJ
洵
ト
ラ
フ
の

巨
大
地
震
に
お
け
る
当
町
の
最
大
津
波
高

は
18
メ
ー
ト
ル
、
津
波
の
到
追
時
間
は
ー

メ
ー
ト
ル
が

2
分、

3
1
5
メ
ー
ト
ル
が

3
分、

10
メ
ー
ト
ル
が
4
分
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
津
波
の
高
さ
は
も
と
よ
り
、
津

波
の
到
逹
時
間
は
全
国
で
一
番
H
十
い
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
だ
け
を
捉
え
る
と
驚
愕
す
る

ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
考
え

直
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
に
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
歴

史
や
文
化
、
生
活
を
否
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
豊
か
な
海
と
と
も
に
育
ん
で

き
た
暮
ら
し
を
人
切
に
し
な
が
ら
、
肋
災

紘
識
を
高
め
「
正
し
く
恐
れ
る
」
を
テ
ー

マ
に
様
々
な
防
災
対
策
を
溝
じ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
同
年
の
紀
伊
半
島
家
雨
に
よ
る

火
水
害
で
は
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
多

数
の
没
水
被
古
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
を
教
訓
に
避
難
勧
告
等
の
判

断
・
伝
述
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
県
総
合
防
災
諜

部
附
属
病
院
と
連
携
し
、
遠
隔
画
像
診
断

シ
ス
テ
ム
を
再
入
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま

で
数
口
か
か
っ
て
い
た

C
T
や
M
R
I
の

高
度
刑
像
診
断
の
結
果
を
一
両

H
中
に
誠

影
で
き
る
環
楼
を
つ
く
る
な
ど
「
よ
り
H
十

く
、
よ
り
適
切
な
治
療
」
を
施
せ
る
環
境

を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

病
院
統
合
に
伴
い
懸
案
と
な
っ
て
い
ま

し
た
、
白
動
車
等
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
交
通
弱
者
」
と
な
る
通
院
患
者
さ
ん

へ
の
配
慮
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ID古
座
JII

病
院
を
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
、
串

本
駅
を
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
を
迎
行

す
る
こ
と
で
利
便
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育

平
成
22
年
度
に
潮
岬
地
区
へ
新
た
に
学

章
保
育
所
を
設
齢
し
、
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
存
ま
で
延
べ

51
名
の
児
童
に
利

mさ
れ

て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
分
野

平
成
25
年
4
月
か
ら
柊
価
法
の
施
行
に

よ
り
「
樟
害
者
自
411

支
援
法
」
か
ら
「
障

宮
者
の
口
常
生
活
及
び
社
会
生
話
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
法
律
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
の
施
，
打
に
よ
っ
て
、
障
宮
者

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
難
病
患
者
等
が
新

た
な
対
象
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
難
病
患
者
等
の
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
常
生
泊
用
貝
給
付
事
業
に

加
え
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
短

期
入
所
等
、
利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
が
仏
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成25年度の所信を述べる田鵡町長

と
相
談
を
甫
ね
な
が
ら
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
古

に
伽
え
る
べ
く
、
防
災
対
策
を
町
政
の
最

俊
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

4
年
前
の
町
長
就
任
の
年
に
は
、
「
家
具

転
倒
防
止
器
貝
取
付
事
菜
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
東
日
本
大
姦
災
直
後
の

7
月
に
は
、

全
国
で
い
ち
H
十
く
「
救
命
胴
衣
等
購
人
補

助
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上

野
山
防
災
広
場
の
整
備
、
消
防
肋
災
セ
ン

タ
ー
の
・
ロ
回
台
移
転
、
災
害
に
伽
え
た
価
蓄

物
資
、
汽
機
材
の
計
圃
的
購
人
等
、
様
々

な
防
災
対
策
を
積
極
的
に
溝
じ
て
き
ま
し

現
在
、
当
町
で
は
、
新
法
の
施
行
に
向

け
て
ス
ム
ー
ズ
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
添
っ
た

福
祉
行
政
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
登
録
制
度

災
古
が
発
牛
し
た
時
は
行
政
機
関
等
に

よ
る
＇
ぃ
急
救
助
活
動
が
行
わ
れ
る
ま
で
に

4

9

元
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
災
害
時
要
援
護
名
を
地
域
で
助

け
合
う
「
共
助
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら

T
成
23
年

度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
、
要
援
設
者
台

転
へ
の
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
、
閃
係
課
と
協
議
の
う
え
、
台
帳

を
自
治
会
、
自
｀
ー
防
災
組
織
、
民
牛
委

H

等
に
提
供
し
て
情
報
の
共

h
を
図
り
、
高

齢
者
、
障
古
者
等
が
住
み
似
れ
た
地
域
で

安
心
•
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

学
校
給
食

食
べ
る
こ
と
の
交
し
さ
や
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
や
家
庭
へ
広
く
食
育
を
拙
進
す
る
と

と
も
に
、
献
立
に
串
本
町
の
食
材
を
よ
り

多
く
取
り
入
れ
、
地
産
地
消
の
批
進
と
、

安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
捉
供
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、
給
食
未
実
施
の
小
巾
学
校
に
は
、

候
補
地
の
内
の
岡
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
の
完
成
に
よ
り
、
以
前
か
ら

Ot画
し
て

い
ま
す
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
岸
急
に

着

t
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

た。
各
地
ぃ
か
ら
最
も
変
竿
の
多
い
避
難
路

整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
整
伽
し
て
お
り
、
平
成

25
年
度
か
ら
は
自
、
土
防
災
組
織
へ
の
津
波

避
難
路
整
備
事
菜
補
助
金
も
増
額
す
る
と

と
も
に
、
請
負
に
よ
る
整
備
を
可
能
と
し

て
更
に
避
難
路
蟄
価
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
災
害
対
策

用
地
造
成
事
業

束
日
本
大
震
災
以
降
、
公
共
施
設
等
の

高
台
へ
の
移
転
と
い
う
動
き
が
蒻
ま
っ
て

お
り
、
串
本
咎
察
署
や
礼
会
福
祉
協
議
会

等
か
ら
町
に
対
し
、
高
台
で
の
用
地
確
保

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

本
年
度
よ
り
迎
学
路
の
電
杵
等
に
道
路

反
射
鋭
の
設
個
を
増
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
布
甚
禅
の
見
由

し
や
路
地
に
は
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
防

ー
の
た
め
、
一

□一
停
止
マ
ー
ク
の
整
備
を

行
う
な
ど
、
児
箪
•
生
徒
の
安
全
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
裳
・
津
波
対
策
と

し
て
、
平
成
22
年
度
で
完
了
し
た
各
学
校

施
設
の
耐
姦
化
に
統
き
、
浸
水
の

OJ
能
性

の
あ
る
学
校
に
は
避
難
路
の
整
備
も
行
っ

て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ソ
ト
の
購
人
も
行
っ
て

お
り
、
平
成
25
年
度
で
配
付
が
完
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
化
財
以
前
か
ら
、
相
歌
山
県
で
は
世
界
逍
廂

追
加
登
録
を

H
指
す
取
組
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発

や
地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
収
組
と
し
て
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を
目
指
し
紀
南
地

h
の
自
然
造
産
、
歴
史
文
化
を
広
く
旧
界

に
発
侶
す
る
た
め
、
本
年
2
月
に
は
水
荘

試
験
場
に
お
い
て
仁
坂
知
事
出
席
の
も
と

「
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
設
立
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
串
本
町
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
登

録
の
景
勝
地
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
橋
杭
岩

が
地
質
学
上
に
お
い
て
地
殻
変
動
・
岩

脈
•
海
蝕
な
ど
の
諸
現
象
を
不
す
、
日
本

で
も
類
例
が
な
く
非
常
に
価
値
の
あ
る
も

の
と
し
て
、
人

I
1
3
年
に
因
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
に
橋
杭
岩
の
黒
岩
の
一

部
が
崩
地
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
今
後

国〗広報くしもと 201 3.4 広報くしもと 2013.4 
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一 一
■自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

勅
紀
南
環
境
整
備
公
社
の
広
域
最
終

処
分
場
平
成
29
年
度
完
成
を

H
指
し
て
、
公
朴

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
必
然
的
に
タ
イ
ム
ラ
グ

が
発
牛
し
ま
す
の
で
、
埋
立
ご
み
の
搬
出

計
画
、
田
折
処
理
場
施
設
の
解
体
並
ぴ
に

跡
地
話
用
も
含
め
て
、
地
元
と
の
協
品
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

し
尿
処
理

地
冗
区
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
術
生
組
合
で
池
野
山
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
平
成
25
年
度
中
の
施
設
の
完
成

と
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

高
速
道
路
の
紀
南
延
伸
へ
の
取
組

詢
岸
線
沿
い
を
走
る
国
道
42
号
は
、
津

メガソーラー施設の完成イメージ

の
枯
償
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
阿
の
滋
見
集

約
の
あ
と
は
、
自
然
保
設
だ
け
で
な
く
、

観
光
地
と
し
て
の
資
質
や
認
知
度
の
向
L‘

環
境
教
育
の
拙
進
な
ど
、
地
域
活
性
化
に

向
け
て
収
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

国
際
交
流

ト
ル
コ
共
和
囚
と
の
関
係
で
は
、
「
ロ

本
ト
ル
コ
友
好
ー

2
0
周
年
事
業
」
に
お

い
て
、
寛
仁
親
丁
殿
下
、
彬
了
女
上
殿
下

に
ご
隣
席
を
賜
り
、
追
悼
式
典
、
文
化
交

流
事
業
、
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
像
除
幕
式
典
等

の
諸
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
2
0

1

0
年
ト
ル
コ
に
お
け
る
口
本
年
」
で
は
、

ト
ル
コ
メ
ル
シ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
慰
霊
式
典
に
当
時
の
副
議

長
を
は
じ
め
多
く
の
附
民
の
特
様
と
共
に

参
加
し
、
文
化
父
流
事
業
で
は
多
く
の
ト

ル
コ
共
和
国
の
方
々
と
友
好
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
辿
邦
木
曜
島

と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
木
耀
島
を
は
じ
め
、
北
豪
州
洵
城
に
お

け
る
シ
ロ
チ
ョ
ウ
貝
等
採
収
事
業
閃
連
の

狩
料
散
逸
を
肋
ぐ
た
め
資
料
の
収
集
と
格

埋
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
23
年
12
月

に
は
木
耀
局
ト
レ
ス
巾
長
が
来
町
さ
れ
、

同
市
と
の
間
で
友
好
都
市
提
携
の
調
印
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
に
潮
岬
望
楼
の
芝
の
顕
彰

碑
前
に
新
し
く
建
設
さ
れ
る
休
憩
所
に
も

狩
料
を
展
示
し
、
そ
の
歴
史
を
＇
仏
く
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
遺
族
会
と
の
連
携

■慟
＜
喜
び
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
就
農
者
の
高

齢
化
や
後
絣
者
小
足
な
ど
に
よ
り
、
遊
休

農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
布

効
活
用
す
る
手
段
と
し
て
「
な
ん
た
ん
蜜

姫
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
黄

金
色
で
糖
度
か
・
I

回
い
さ
つ
ま
い
も
の
「
な

ん
た
ん
蜜
姫
」
に
つ
き
ま
し
て
は
「
串
本

さ
つ
ま
い
も
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
し
て
、
既
に
プ
ラ
ン
ド

化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
糾

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
効
果
も
あ
り
、
通
販

で
売
り
切
れ
に
な
る
等
、
か
な
り
の
孟
要

が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

J
A
の
買
取
単

価
が
更
に
上
昇
す
る
Pj
能
性
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

今
後
は
、
町
内
の
遊
休
農
地
を
利
用
し

て
、
栽
培
間
積
を
大
き
く
増
や
す
こ
と
に

よ
る
生
％
増
大
を
図
り
、
さ
つ
ま
い
も
の

一
大
産
地
と
し
て
、
ま
た
「
な
ん
た
ん
蜜

姫
」
の
町
と
し
て
全
国
に
認
矧
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
紀
森
林
組

合
で
は
労
働
力
の
確
保
に
取
り
糾
ん
で
お

り
、
当
町
も
地
域
雁
用
の
場
の
確
保
と
安

定
化
に
向
け
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
紀
州
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

平
成
22
年
12
月
か
ら
施
行
し
て
い
る
「
串

本
町
紀
州
材
利
用
定
住
促
進
住
宅
等
建
築

費
補
助
金
」
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
23
年
度
で

23
件
、
平
成
21
年
度
で
は

18
件
と
、
実
組
を
卜
げ
て
お
り
、
こ
の
補

助
制
度
は
、
更
な
る
紀
州
材
の
需
要
拡
大

波
に
よ
り
寸
断
さ
れ
る
可
能
性
が
嵩
く
、

こ
れ
に
代
わ
る
災
古
時
に
お
け
る
緊
急
輸

送
道
路
「
命
の
道
」
と
し
て
近
畿

H
動
車

道
紀
勢
線
の
早
期
柊
伽
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
各
協
議
会
に
よ
る
粘
り
強
い

要
望
活
動
は
も
と
よ
り
、
平
成
23
年
2
月

に
設
立
し
た
7

み
ん
な
の
高
速
道
路
建
設

促
進
串
本
協
議
会
」
に
よ
る
要
望
訊
動
も
、

町
民
の
砒
器
を
同
等
の
閃
係
機
関
へ
大
き

く
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。平
成
24
年
4
月
に
発
表
さ
れ
た
川
圃
段

階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
介
も
、

8
月

に
は

Ot圃
段
階
評
価
を
終
え
、
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
災
古
時
の
適
応
性
、
染
洛
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
詢
側

ル
ー
ト
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
の
す
さ
み
町
ま
で
の
事
業
完
成
に
続
き
、

「
、
礼
住
ー
太
地
間
」
の
新
規
事
業
と
し
て

の
採
択
も
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
早
期
採
択
に
向
け
、
宜
民
一
体
と

な
っ
て
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
強
力

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業

牛
活
水
の
安
令
•
安
定
供
給
を
大
前
提

と
し
、
町
長
就
任
以
来
、
事
業
運
営
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
に
至
る
ま

で
の
間
、

T
成
21
年
度
に
は
新
古
田
浄
水

場
を
竣
上
し
、
古
座
川
水
系
か
ら
の
串
本
、

ー
ロ
座
、
潮
岬
、
出
宍
、
大
島
地
区
へ
の
牛

活
水
の
安
定
供
給
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、

併
せ
て
膜
池
過
シ
ス
テ
ム
を
採

mす
る
こ

と
に
よ
り
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策

に
万
令
を
期
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
東
海
、
東
南
洵
、
巾
海
地
震
の

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

暴

は
も
と
よ
り
、
定
住
促
進
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
和
歌
山
東
漁
協
が
平
成
22
年
2

月
に
、
須
江
地
先
の
う
ら
み
消
で
の
魚
類

菱
硝
免
許
を
取
得
し
、
翌
年
か
ら
、
人
手

水
産
会
社
2
社
に
よ
る
国
内
最
人
規
校
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養
雉
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全

昼
殖
に
成
功
し
た
近
大
水
産
研
究
所
の
他

3
社
が
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
荘
殆
を
行
っ
て
い

ま
す
。

串
本
地
区
農
林
水
産
物
集
出
荷
貯
蔵

施
設
（
荷
捌
施
設
）

相
歌
山
束
漁
協
が
事
業
、
土
体
で
実
施
し

て
い
ま
す
衛
牛
管
埋
型
の
前
捌
施
設
建
設

事
菓
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
設
計
業
務
に
着
手
し
、
今
年
度
か
ら
本

体

t
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

中
の
完
成
、
平
成
26
年
度
の
運
用
開
始
に

合
わ
せ
て
、
こ
の
衛
生
管
坪
型
施
設
を
ど

の
よ
う
に
利

m
•
連
営
し
て
い
く
か
、
漁

業
者
、
漁
協
戦
貝
、
仲
買
人
の
方
々
の
研

究
が
必
要
で
あ
る
と
衿
え
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
漁
業
者
か
ら
永
年
坦
ま
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
安
全
・
安
心
な
水
産
物

は
魚
価
の
安
定
と
向
ー
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
泊
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

観
光
振
興

当
町
で
は
、
忠
ま
れ
た
自
然
を
フ
ル
に

生
か
し
た
体
験
型
観
光
の
売
り
出
し
を
積

極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
と
民
泊
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
教
育
旅
行
の
誘
致
が
允
実
し
て
き

発
生
に
備
え
、
緊
急
時
の
水
の
確
保
の
た

め
、
↑
要
配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁
を
設
置

し
、
例
え
管
路
が
破
損
し
て
も
、
配
水
池

タ
ン
ク
内
の
水
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
対
策
す
る
と
と
も
に
、
移
動
可
能

な
浄
水
器
機
、
そ
の
他
水
供
給
の
た
め
の

資
材
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

「
な
ん
た
ん
水
L

平
成
23
年
度
に
お
い
て
災
害
用
価
蓄
水
、

ま
た
町
の

P
R
を
日
的
と
し
て
製
造
を
開

始
し
ま
し
た
。
保
存
期
間
5
年
の
備
蓄
水
、

本
州
最
南
端
「
串
本
」
の
水
と
し
て
定
着

し
て
き
て
お
り
、
本
年
2
月
時
点
で
殷
造

費
の
回
収
を
終
え
、
現
存
販
売
分
に
つ
い

て
純
益
を
生
じ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査

現
在
、
刷
野
川
及
び
伊
串
地
区
、
相
深

地
区
の
調
介
を
丈
施
し
て
い
ま
す
が
、
高

速
道
路
の
紀
南
延
伸
の
動
き
に
併
せ
、
平

成
25
年
度
は
、
現
在
の
調
杏
地
い
に
田
原

地
区
を
追
加
し
、
高
速
道
路
の
ス
ム
ー
ズ

な
完
成
を
目
指
す
べ
く
調
杏
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

て
お
り
、
平
成
22
年
度
1
6
校
延
べ

3
3
9

7
泊

‘
T成
23
年
度
20
校
延
べ

4
7
2
4

泊
、
平
成
24
年
度
で
は
18
校
延
べ

4
8
7

1
泊
と
順
調
に
椎
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
の
観
光
客
動
態
調
査

で
は
、
対
前
年
比
闊
％
の
増
加
と
な
っ
て

お
り
、
災
岩
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
後
、
史
な
る
観
光
客
の
呼
び
込
み

に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

道
の
駅
当
川
の
地
域
恰
椴
の
発
信
、
地
場
庇
ロ
nn

等
の
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、
観
光
、
距
業

振
輿
の
拠
点
と
な
る
施
設
（
仮
称
「
追
の

駅
く
し
も
と
橋
杭
岩
」
）
に
つ
い
て
、
同

十
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

10金

及
び
股
林
水
産
省
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
を
受
け
て
柊
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
交
商

事
昧
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
・
述
営

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
述
営
開
始
を
目
指
し
て
泄
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

南
海
い
ず
も
台
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

-
．
井
物
庄
味
が
南
海
い
ず
も
台
に
進
め

て
い
ま
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
元
出
雲
い
の
ご
協
力
に
よ

り
、
当
初
計
脚
よ
り
早
く
順
調
に
下
事
が

進
み
今
月

28nに
完
成
、
阿

B
光
電
開
始

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
5
年
間

の
平
均

n照
時
間
が
全
同
第
4
位
と
い
う

立
地
条
什
を
活
か
し
た
今
阿
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
、
今
後
更
な
る
企
業

誘
致
に
繋
が
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

■協
慟
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革

平
成
21
年
度
に
行
財
政
述
営
の
副
新
、

組
織
の
活
性
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
外
部
機
関
に
よ
る
行
政
診

断
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
平
成
22
年
度
に
は
「
串
本
町
行
財
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。行政
組
織
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
・
・
ロ
回

度
化
す
る
什
民
変
竿
に
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
規
模
に
応
じ
た
適
止
な

組
織
を
構
築
す
る
た
め
、
組
織
の
統
合
、

職
員
数
の
削
減
に
よ
る
人
件
貨
抑
制
及
び

職
員
数
削
減
を
補
う
職
員
の
行
政
能
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

組
織
に
つ
い
て
は
、
就
任
以
来
、
病
院

建
設
準
備
室
を
除
き
1
4
課
ー
杢
を
1
0
課
に

再
編
す
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
4
月
か

ら
グ
ル
ー
プ
制
を
蒋
人
し
、
グ
ル
ー
プ
長

を
中
心
と
し
た
佑
報
の
共

h
化
に
よ
る
事

務
処
理
の
合
雖
化
・
効
率
化
と
職
員
の
人

材
宥
成
を
拙
進
し
て
い
ま
す
C

ま
た
、
グ

ル
ー
プ
制
の
導
入
に
合
わ
せ
職
点
を
明
確

化
し
、
役
職
に
つ
い
て
は
室
艮
、
主
幹
、

専
門
貝
を
廃
止
し
て
竹
坪
職
数
を
制
限
す

る
こ
と
に
よ
り
、
給
与
費
の
抑
制
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

職

H
数
に
つ
い
て
は
、
集
中
改
吊
プ
ラ

ン
の
終

f
後
も
定
員
適
正
化

Dt圃
を
策
定

し
、
計
圃
的
な
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

臨
時
的
な
載
貝
需
用
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
23
年
度
よ
り
任
期
付
職
員
採
用
制
度

を
導
入
す
る
な
ど
適
止
な
職
員
数
の
応
日
埋

に
努
め
て
い
ま
す
。

：グ〗広報くしもと 201 3.4 広報くしもと 2013.4 
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| ．平成25年度当初予算

町民1人当たりに
換算すると・・・

町民1人当たりの町税

7万9,009円
町民1人当たりに使うお金

49万2,079円
町民l人当たりの惜金残高(25年度末見込）

71万5,696円
ただし、交付税措圏により実質的に

19万4,677円
となります。詳細は次ページ。

※上記金額は、平成25年2月28日現在の人日(18,306
人）をmいて、一般会計ベースで試算したものです勺

投資及び出資金、貸付金

三□`（：〉〗4：□；口喜信享塁三
公償費

ll億6,349万屋
(12.9%) 

扶助費 l0億2,530万円
(114%) 

【特別会計】

特別会計とは、一般の歳入歳出と区分して経理される、特定の事業のために設けられた会計です。

平成25年度の各特別会計予算の合計は94億9,179万円となりました。

また、一般会社予算と各特別会計予算を合計すると184似9,979h円となりました。

会計名 予舜額 概 要

後期高齢者医療特別会計 5億1,259万円 高齢者への医療費給付事業のための会計

国民健展保険事業特別会計 31億l.545万戸 国民健康保険に係る医療費給付のための会計

介誕保険事業特別会計 22億2,836万F] 介誕サービス給付のための会計

病院事業会計 27億6,559万円 くしもと町立病院の会計

水道事業特別会計 5億6,763万F 飲料水供租合のための会計

籠易水道事業特別会計 4,019万円 田原簡易水道と古座ヴィラ水道事業に係る会計

国民宿含事業会計 1,607万F] 国民宿舎「あらふね」の会計

下水道事業特別会計 6,060万円 サンコ台地区の下水道事業の会計

住宅負金貸付事業特別会計 3,746万戸 住宅の新築、改修および宅地取得資金貸付事業に係る会計

各財産区会計 1億5,937万F] 串本潮岬出雲田並和深古座西向日原財産区の合計

束牟妻郡公平委員会特別会計 48万円
束牟婁郡で共同経営する、公務員の不服申し立てなどを審

査する公平委員会の会計

合 計 94億9,779万F

1 平成25年度一般会計当初予算 1 

町長•町議会議員選挙を控え骨格編成に

当初予算額は90億800万円
タしの第 1回定例会において巾本町の平成25年度一般会B1当初予鉢が決まりました。今回の当初予算額は90似
800}j円で、平成24年）父の当初予算と比軟して 1位2,300)J円 (L3%）の減となりました。今月号では、当初予

算の概災についてご紹介いたします。

（金額は項日ごとに 1万円木満を四捨五入しており、合け粕と予算総額は一致しません。）

土木費
2億3,984万円 (2.7%)

消防費

5億5,416万円
(6 2 %) 

農林水産業費 3億3,245万円 (37%) 

商工費 l億6,746万円 (18%) 【歳出】

用語解説

自主財源
依存財源

その他 l億1,023万円 (l2%) 
※載会費 l億522万円
※予備黄 500万円ほか

町が自主的に徴収できる財源のこと

国や県から交付されたり、惜金1こよって

まかなったりする財源のこと

用語解説

総務安 ・全般的な笞理事務、徴税、選挙、財務事務など

に使われる経⇔
福祉サービス、医寮賓、保育斯の逼営など町民

の生活と社会生活の保茫に使われる経要
予防接種や健原診断などの保健閑係、ごみ処理

などの街生関係に使われる経蛍
坦林水産業要 西業、林業、漁業の捩四に使われる経百

商工安 商業や工業の振興、観光畢業等に使われる経安

土木空 道路や公閉、住宅などの整備に使われる経ご
消防苔 消防救急のために使われる経苔

教育要 小・中学校の苅営や体育施設の笞理、生涯学習
などの教百関係に使われる経要

町の但務（借金）の返済に使われる経空

臣生賓

得j生苔

公伎安

町債 9億490万円
(10 0%) 

県支出金

6億4,567万円
(7.2 %） 

国廓支出金

5億1,303万円
(5 7%) 

【歳入】

その他（地方消要税交付金など）

,760万円 (28%) 

および負担金

5,914万円
） 

財産収入寄付金繰入金繰越金諸収入

7倦6,769万円 (85%) 

一

平

成

25年
度
の
当
初
予
算
は
、

4
月
i

一
に
町
長
•
町
議
会
議
呂
の
選
挙
を
控
え
一

一
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
事
業
や
投
資
i

一
的
経
蒻
な
と
政
策
的
な
判
断
を
要
才
る
一

ご
経
費
を
計
上
し
な
い
「
骨
格
予
箕
」
を
一

一
編
成
し
ま
し
た
。
今
回
の
予
算
は
人
件
一

i

費
・
公
債
費
な
と
の
姜
務
的
経
黄
と
、
一

一
施
設
管
理
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
が
中
一

一
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
行
政
無
一

一
線
の
再
整
愕
な
ど
、
政
策
的
経
費
て
一

i

あ
っ
て
も
継
続
性
和
緊
急
性
の
あ
る
事
i

二
茉
に
つ
い
て
は
計
上
し
て
い
ま
サ
。
一

一
人
件
費
や
繰
出
金
の
減
少
に
加
え
、
一

こ
官
格
予
莫
編
成
に
よ
り
、
多
く
の
政
策
一

i

的
経
翡
を
補
正
予
算
へ
先
送
リ
し
ま
し
i

二
に
か
、
隣
害
者
総
合
支
援
事
業
を
は
し
一

一
め
と
し
た
扶
助
費
な
ど
社
会
保
障
閃
係
一

ご
責
や
、
二
町
衛
生
施
設
亭
務
組
合
分
担
一

｀
の
増
加
、
士
地
開
発
公
社
事
業
資
金
i

二
の
長
期
貸
付
を
行
う
こ
と
と
し
た
結
果
、
一

ご
財
政
調
整
基
金
を

2
億

1
7
0
0
万
円
一

一
取
リ
崩
し
て
い
ま
芍
。

i

車
南
海
・
南
海
地
宮
を
想
定
し
た
追
i

i

難
路
整
僅
事
業
な
と
の
防
災
・
減
災
対
i

二
末
や
社
会
保
障
費
の
増
加
、
そ
の
他
多
一

「
く
の
事
業
計
画
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
一

一
よ
リ
一
層
の
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ま
一

ご
笠
り
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

節
注
窟
苗
篇
媛
焼
徴
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I 平成25年度のおもな施策

土
地
開
発
公
社
事
業
資
金
貸
付
金4
億
円

▽
災
古
対
策
用
地
造
成
、
新
た
な
残
土

処
分
場
幣
備
事
業
を
行
う
串
本
町
土

地
開
発
公
社
に
対
し
、
長
期
で
の
貸

し
付
け
を
行
う
。

避
難
路
整
備
事
業
2
3
2
6
万
3
千
円

▽
計
日
筒
所
（
和
深
・
高
甜
・
出
雲

2

箇
所
・
繭
野
川
・
大
島
・
樫
野
・
姫

・
目
沖
大
浦
•
西
阿
・
神
野
川
・
古

田
2
箇
所
・
田
原
）

平
成
17
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
82
箇

所
実
施
。

自
主
防
災
活
動
支
援
事
業
5
0
0
万
円

▽
自
主
肋
災
組
織
が
行
う
肋
災
資
機
材

の
購
人
や
そ
の
修
繕
、
逍
難
路
の
幣

仙
に
要
す
る
費
用
に
補
助
を
'f
う。

平
成
25
年
皮
か
ら
避
難
路
幣
備
に
つ

い
て
上
限
33
万
4
千
円
か
ら
50
万
円

と
し
、
自
主
施
上
だ
け
で
な
く
手
叩
負

施
工
も
対
象
と
な
る
。

8
1
5
8
万
3
千
円

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用

し
、
現
介

IR町
単
位
の

2
局
で
ア
ナ

ロ
グ
方
式
に
よ
る
運
用
を
行
っ
て
い

る
肋
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

統
合
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
無

線
局
の
移
設
、
歴
外

f
局
の
整
備
を

行
う
。
平
成
24
年
度
か
ら
の
継
続
串

業
で
、
平
成
25
年
度
は
旧
串
本
地
区

に
お
け
る
肘
外
子
局
の
整
備
を
行
う
。

上
野
山
保
育
所
建
設
補
助
事
業

1
億

5
5
3
3
万
9
千
円

▽
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
た
、
ト

野
川
保
育
所
が
実
施
す
る
平
成
26
年

良
開
所

f
定
の
新
た
な
保
育
所
施
設

建
設
に
対
し
補
助
を
行
う
。

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
事
業
【
荷
捌
施
設
整
備
】

2
億

8
0
0
万
千
円

▽
和
歌
山
束
漁
菜
協
同
組
合
が
実
施
す

る
串
本
樵
港
内
で
の
り
回
良
衛
ル
管
坪

籾
仙
捌
施
設
建
設
に
対
し
、
補
助
を

子
う
。

ー
防
災
行
政
無
線
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
統
合

整
備
事
業

ま
酋
づ
~
◎
⑩
唸
徳
怠
詞
顕

勺 9：一0-9-二=こニー：クー一
19ご雫し-
こふやご
～^  

前
地
町
営
住
宅
建
替
事
業

1
0
0
4
万
5
千
円

▽
前
地
町
営
住
屯
の
建
て
替
え
に
伴
い
、

建
設
用
地
内
に
あ
る
既
存
建
物
の
解

体
撤
去
下
事
を
行
う
。

公
共
施
設
耐
震
改
修2
8
3
9
万
2
千
円

▽
年
次
的
に
実
施
し
て
い
る
公
共
施
設

の
耐
震
改
修
事
業
で
、
平
成
25
年
度

は
潮
岬
公
民
館
の
耐
哀
補
強
上
事
。

《串本町紀州材利用定住促進住宅等建築費補助金交付要綱の一部改正について》

平成25年4月l日より串本町紀州材利用定住促進住宅等建築費哺助金交付要綱の一部が改正され

ました。

串木町のさらなる活性化を図るため、町内の製材所から出荷された乾燥紀州材を使用して、町内

に事業所（本店に限る）を有する事業者の施工により専用住宅を建築するものに限ります。

ー問い合わせ先 串本町役場産業課 n 0735-62-0558 -

I ■平成25年度当初予算 1 

基金（積立金）と町偵（借入金）について
【基金の状況】・・・川」が行っている積立 (Jti金）を基金と言います。一般会計には、年度間の財源の調
整を図るための財政調整基金、 IIIJ債の償迫財源を確保するための減依基金、合併l|ilIIJ村振輿基金な

ど特定の事菜の財源とするための14の特定H的基金があります。特別会計には、介護給付費準備甚
金など3つの基金があります。平成25年度は、 •般会計当初予算において財政調整基金を 2億 l,700

万円取り閣した予算編成となっています。また、合併I|J町村振判基金では合併特例伯の借人などに

より 1億4,695ガ円を積み立てます。

平成24年度末現在両 平成25年度禎ユ額 平成25年度取朋額 平成25年度末現在尚
（一般会言t)
財政調整基金 9億5,937万円 27万円 2億1,7OO万円 7億4,258万円
減 債 基 金 2億4,757万F] 5,038万円 95万円 2憶9,700万円
特定巨的基金 15億4,145万F] 1億5,544万円 618万円 761意9,077万円
I」¥ 計 27億4,839万円 2億603万円 2億2,413万円 27億3,029万円

特 別 会 言t 9.130万円 2万円 4,937万円 4,194万円
合 言t 28i意3,969万F] 2憶605万円 2憶7,350万円 271意7,223万円

※いずれも見込み伯。

【町債の状況】•••町佑は（病院や学校の建設など様々な事業を行うためにする伯金のこと）で、過疎

対策事業債や合併特例債など事業内容に）心じていろいろな柚類があります。平成25年度は•般会計

で11億8,050万円、病院事業会計で500万円、下水道事業会計で1,210万円を新たに借り人れる予定
です。

特別会計は、病院事染、水道事菜、簡易水道事菜、国民宿舎事業、 ド水道事品、住宅資金貸付事呆

の合計となります。

二
特

合

※いずれも見込み伯。

般
一
別

会
一
会
tt-llt-llt 

平成24年度末残高
129億l,399万円
44億l,961万戸
173憶3,360万F]

平成25年度借入額
11億8,050万円
7,770万円

ll憶9,760万円

平成25年度営湮額
9億9,296万円
2億5,037万円
72憶4,327万円

平成25年度未残高
737億753万円
47億8,647万円
772億8,793万円

町債を借り人れると、公依費として後年度にその償還を行う必要がありますが、償還金の一部

が杵通交付金税で補てんされる仕組みとなっているものがあります。

例えば、過諌対策事業債や合併牡例依はjじ利償還金の70％が、臨時財政対鍛俵は100％が普通交
付税で補てんされます。

串木町は合併特例依を発行することが"I能であり、このように有利な町債を選択するように努
めています。一方で、公営住宅建設事菜債のように交付税措置のない町債もあります。

例えば1億円を合併特例偵で借り入れると…

※1億F]の合併特例俵を借り人れた場合、

うち 7,000万1-Yが交付税括龍され、
3,000万円が実質の町負担となります。

このことから計算すると、一般会計の

平成25年度末町偵残高見込額の約131億円

は、全てが町負担となるのではなく、う

ち72.8％にあたる約95億円が交付税措幽

され、約36億円が実質の町負担となり、

IIIJ民一人当たりの負担額は19万4,677円と

なります。

：i]〗広報くしもと 201 3.4 広報くしもと 2013.4 （1Q) 



[ 3．一般行政職の級別職員数の状況 ］ 
（乎成24年 4月 lD現在）

区分 級 級 級 級 級 級

標準的な職務内容 主享・技師 主査 主任 副課長 11）I長 課長・副課長 参手

識 員 数 16人 16人 42人 21人 77人 2人

構 成 比 14.0% 74.0% 36.8 % 18.4% 14.9 % 7.8% 

(i上） l 
2 

出本町の給与条例に共づく給料表の級区分による戦員数ですc

標半的な職務内容とは、それそれの級に該当する代表的な職務です J

［ 4.職員の手当の沈兄 ］ 

（l)期末手当・勤勉手当

呼成24年 4月 1tl現在）

(2)退職手当

串本町

一人当たり平均支給額

(23年度） 135万円

【23年度支給割合】

〇期未手当 2 60月分

〇勤勉手当 ］35月分

【加算措四の状況l

職制上の段階職務の級等による加算措置

0役職加算 5~10%

0管理職加浜なし

※令業職を除きます、

串本町

く支給率〉 〈自己都合〉 〈勧奨定年〉

勤続20年 23 50月分 30 55月分

勤続25年 33 50月分 41 34月分

勤続35年 47 50月分 59 28月分

霰高限度額 59 28月分 59 28月分

その他の
定年前早期還識特例措四

加算措眉
(2%-20%) 

1人当たり平駒支給額

（平成23年度） 対象なし 2,559万円
〈自己都合〉 く勧奨定年〉

(ii)退戦手当の一人当たりの‘|’坊文給額は‘|’成23年度に

退職した職員に支給された平均額です。

(3)その他の手当

手当の名称
支給実渓 支給職呉1人当たり平均支給年額

（平成23年度決簑） （平成23年度決笞）

特殊勤務手当 457万3千円 9万円

時間外勤務手当 3. 176万9千円 l 6万円

扶 蓑 手 当 3,575万1千円 22万9千円

住 居 手 当 964万8千円 25万5千円

通 勤 手 当 l, 204万円 6万4千円

管理職手当 l, 228万3千円 77万5千円

休 El勤務手当 l, 295万4千円 25万9千円

夜閻勤務手当 458万5千円 9万2千円

宿日匿手当 159万4千円 7万5千円

管理職員特別勤務手当 172万4千円 2万3千円

し 1 総括 ］ 

区分

23年度

(l)人件費の状況（普通会計決算）

冒喜二：口I：こI：こ
（注）人件費には町長や副町長など特別戦に文給される給科や手当、町品会議員や各神委員会

報団笞を含んでいます。

数員

A

職
分区

23年度

1

2

 

，
 

T̀・
、̀
i（
 

18,479人

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

給 与費

期未勤勉

手当

235人 18億7二I1億2二I3億l二I13億l塁
職員手名には退職手当を含んでいません。

戦貝数は‘|＇成 2:1年 4月 1H現りの人数てすc

給料 職員手当

, 2．職員の平均給与月額・初任給等の状況 ］ 
（平成24年4月1日現存）

(l)職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

区分 平駒年齢 平駒給料月頷 平均給与月額

一般行政職 41 6歳 299,300円 343,678円

技能労務職 49 3歳 243,700円 249,213円

教 育 職 46 3歳 325,200円 344,300円

消 防 職 42 8歳 306,200円 366,953円

り主） ］ ＇‘|＇均給料月額」とは、平成 24年4月1H現りにおける各職柏ごとの戦只の某
本給の乎均です。

2 「‘|'均給＇）月額」とは、給料月領と毎月支払われる扶登手当、地域手当、 {i居

手当、時岡外勒務手当などのすべての占手当（期太・勤勉手当及び退糀手当を除

きます。）の額を合』したものであり、地力公務員給与実態詞杏において明らか

にざれているものですc

(2)職員の初任給の状況

：学卒 1 □。。旧：区

一般行政識
高校卒 140,100円

一般行政職

計 B

人件苔率 1（参考）
B/A 122年度人件費率

20 8% 

一人当たり

給与 苔

B/A 

558万Pl

(3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 ：、学卒 I 経：：：：年円 I 経：：：：：：円

19.3% 

経験年数20年

327,000円

，高校卒| 201,425円| 248,450円| 294,900円

り主）該当する経験年数の職員がいないJ易合は経駿年数が近い職旦の給料月頷を参衿に茸出

しました。

串
本
町
て
は
、
住
民
径
社
の
両
上
や
豊
か
な
町
つ
く
り
の
た
め
，

さ
ま
さ
ま
な
事
務
・
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ご
で
は
こ
れ
ら

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
町
識
邑
の
給
与
・
定
呉
管
理
等
の
現
状

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
玉
国
が
定
め
た
指
針
（
総
務
省
事
務

次
官
適
知
〕
に
従
う
も
の
て
す
〉

な
お
、
こ
こ
て
お
知
ら
甘
す
る
給
与
等
は
、
全
て
税
や
各
樺
保

険
料
等
を
差
し
引
く
前
の
額
で
寸
。

⑬I 広報くしもと 2013.4 広報くしもと 2013.4 
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: 5 特別職の報酬等の状況 ］ 
（平成24年4月 1日現打）

■平
成

25年
度
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

は
4
月
よ
り
開
始

《
仮
算
定
》4
月
•
6

月
•
8

月

《
本
算
定
亥

70月
・

12月
・

2
月

■平
成

25年
度
の
普
通
徴
収
（
口
座
振
誓
・
納

付
書
で
の
納
付
）
は

7
月
よ
り
開
始

0
普
適
徴
収
の
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
、

4

月
•
5

月
•
6

月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
等
も

7
戸
中
こ
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

0
7月
か
ら
翌
年
の

3
月
ま
で
の

9
回
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
箕
定
以
降
で
は
、
所
得
更
正
等
に
よ
り

併
徴
（
特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
両
方
）
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
寸
゜

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■保険料率について
後期高齢者医療保険制度の保険料は、 2年ことに改定することになっています。被保険者の方々への年問保
険料の確定適知書は、所得等が確定した後の、 7月中ころに保険料額決定適知書を送付させていただきます。

◇平成24• 25年度保険料率（年額）

均等割

平成24・ 25年度 43,277戸］

所得割率

8.28 % 

院課限度額 げ） 退職手‘1,1の「1朋の手‘ii額」は4月1日現在の給料月額および支給率に基づき、 1朋 (4年＝48月）勤めた楊合
における退1戦千当の見込餃です

55万F]

◇保険料の算定方法

保険料 (700円未満切捨て） ＝均等割額(43,277 F'l) ＋所得割額（所得— 33 万円 X 8,28%) 

【均等割額］

被保険者の方々全具に定額で負担していただきます。ただし、所得の

少ない世帯に属する方や、被用者保険の被扶養者であった方について［ま、

軽減されます。

※世帯の所得に応じて9割、 8割5分、 5割、 2割を軽減。
【所得割額］

被保険者ご本人の所得により異なります。

※住民税非課税のような所得の少ない方は、 5割を軽減。
（年金収入で 753万～277万円まで）

■納
付
に
つ
い
て

本
制
度
に
お
い
て
も
、
国
民
健
康
保

険
制
度
と
同
様
に
普
適
徴
収
（
納
付
書

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
方
）
に
お
け

る
納
期
限
が
各
期
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す。
納
付
期
限
を
こ
確
認
の
う
え
、
各
期

限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

で
国
民
健
康
保
険
制
度
加
入
時
に
保
険

料
を
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
い
た

方
も
、
改
め
て
口
座
振
替
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■給付制度について
【高額療養費の支給】

一ヶ月（同じ月内）に支払った医

療費の自己負担額が、定められた

限度額を超えた場合、申詰gるこ
とで、限度額を超えた額が「高額

療養費」として支給されます。

【高額医療・高額介護合算制度l

介護サービスの利用料と医療費

の年閻自己負担額（毎年8月1翌

年7月末）の合算が高額になった

場合は、定められた限度額を超え

た額が申開により「商額介護合算

療養費」として支給されます。

区分 給 料 月 額 等

給 町 長 537,200円

料 副町長 448,000円

報
議 長 270,000円

副議長 215,000円
酬
議 只 200,000円

町 長 (23年度支給割合）

期 副町長 2 6月分 加算給料月額の35%

未

手 議 長 (23年度支給割合）

当 副議長 2 6月分 加算給料月額の l0%

議 貝c 

>
（算定方式） (1期の手当額） （支給時期）

町 長 退職のElの給料月額x在職月数 X43 3 / 100 l. 104万円 任期毎

副町長 退職の日の給料月額 x在職月数 X25 8 / 100 554万8千円 任期毎

[ 6 定員管理 ｀ 
(l)年齢別職員構成の状況（半成24斗4月1日現い

区分

20歳

未満

20歳
I 

23歳

24歳

／ 

27歳

28歳

I 
31歳

32歳

I 
35歳

36歳

I 
39歳

40歳

I 
43歳

44歳

I 
47歳

48歳

I 
51歳

52歳

I 
55歳

56歳

I 
59歳

60歳

以上

計

職員数 3人 ll人 23人 39人 61人 45人 37人 35人 42人 44人 39人 2人 381人

(2)職員数の推移 （単位：人、％）

こ 平成l9年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年
過去5年間の

増減数（率）

一般行政 759 752 748 744 740 743 ▲ 16 （▲ 10 1) 

教 育 47 40 38 37 36 35 .... 6（,.. 74 6) 

消 防 63 62 60 58 58 59 .... 4（,.. 6 3) 

晋適会計計 263 254 246 239 234 237 .... 26（,.. 9 9) 

公営企業等
769 752 755 749 747 745 .,.,. 24 (.... 74 2) 

会計計

総合計 432 406 401 388 381 382 ▲50（.t. 77 6) 

【問い合わせ先】 串本町役場住民課後期高齢者医療係匹 0735-62-0567（直通）
1

2

 

]
/
 

、T'
‘、
4
か

/
＼
 

各年における定員管）刑調査において辛廿内した部門別職員数です

教育邸門職貝数には、教育長 1人を含みますぃ

⑱I 広報くしもと 2013.4 広報くしもと 2013.4 
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勁※広恨への掲載を希望されない方は、！叶出の際に窓Uにお申し出くださいQ

(2 JJ受付分 ；；t称略；

1 まちのわだい I 

平村

山 ト・i

ヨお
シと
工の

91 91 

潮西

岬 JuJ

ご
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

／ 

庄森

司下

充陽

単司

田出

辺

巾雲

い

坂

井

成

布

（

芝

本

由

加

4

-

色田

／ 

束 I••

池

恵宏

子幸

串田

辺
本巾と

望

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

小道梅竹平

松前沖藤野 w
〈
出
生
児
氏
名
〉
あ
ふ
い
葵
ろ
留

菜

じ

0

り

樹

里
の

ん

ぁ愛

梨

あ

か

ね

朱

g
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

泰

寿

串

本

沙
也
加
岐
阜
県

倣

郎

人

阪

市

亨

潮

岬

土

吾

潮

岬

浩

和

深
司

結中 1て知合廣村岡上角膀薮 1ltf沖岩鈴 W

城船水野川本 |：崎 /II山

岡

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

見本中

と昌ま富節・美振壽サ窓の 谷 己 俊幾
みさ士 ぶ武
了・半子代代也鈴了・ーエー江 枝ま子久

93 83 91 88 83 82 70 75 90 82 18 86 76 90 98 62 96 

有占有蘭有潮田田 潮伊串神占占潮潮
野 並姫 野

田庫田川田 lllljJ並 r. lllljJ串本川田庫岬岬
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慰
雰
碑
へ
献
花
す
る
ユ
ル
マ
ス
国
防
相

両国の友好をさらに促進することを表明

トルコ国防大臣

イスメット・ュルマズ氏が来町

3月7日（木）、 トルコ国ユルマズ国防相が来町し、エル
トゥールル殉難将士慰霊碑や大島小学校を訪問されました。

ュ
ル
マ
ズ
国
防
相
は
今
回
、

H
本

の
防
衛
省
に
招
か
れ
自
衛
隊
基
地
の

視
察
や
防
衛
省
施
設
へ
の
訪
問
の
た

め
に
米
日
し
、

n本
と
ト
ル
コ
の
人

好
の
原
点
と
な
っ
た
こ
の
串
本
の
地

を
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
駐
日
ト
ル

コ
大
使
ら
と
と
も
に
訪
間
さ
れ
ま
し

た。
一
行
は
串
本
海
中
公
園
を
視
察
後
、

田
嶋
町
長
や
川
議
会
議

H
と
の
昼
宜

会
へ
出
席
。

田
嶋
川
長
は
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
の
遭
難
事
故
は
誠
に
悲
判
で
し
た

が、

5
8
7
名
の
殉
難
将
士
の
御
霊

が
両
国
の
友
好
を
見
届
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。
過
去
に
あ
り
、
現
在
も
あ

る
両
国
の
友
好
が
未
来
永
劫
続
く
こ

と
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
ユ
ル

マ
ズ
国
防
相
は
「
我
が
国
の
殉
難
将

士
の
想
い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
串
本
の
皆
さ
ん
が
世
代
を
越

え
て
友
愉
を
人
切
に
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

杜
食
会
後
、
．
行
は
大
島
に
場
所

を
移
し
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
殉
難
将

士
遭
難
慰
霊
碑
と
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
像

ヘ
献
化
さ
れ
、
ト
ル
コ
記
念
館
、
大

島
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

大
島
小
で
は
児
章
16
人
が
追
伸
歌

を
披
露
。
そ
の
後
、
全
佼
児
童
代
表

と
し
て
6
年
生
の
川
口
遥
己
く
ん
が

這
難
事
故
は
悲
し
い
事
故
で
し
た

が
、
串
本
IDJ
と
ト
ル
コ
の

1
2
0
年

以
上
続
く
友
術
の
始
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。
相
先
の
救
出
活
動
を
通
し
て
、

生
命
の
大
切
さ
、
国
と
国
と
の
友
伯

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て

追
悼
歌
を
歌
い
、
慰
霊
碑
の
泊
掃
訴

動
を
行
う
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
両
国
の
友
佑
を
未
米
へ

つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま

す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
。

挨
拶
を
受
け
、
ユ
ル
マ
ズ
国
防
相

は
「
こ
こ
串
本
に
来
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
訪
間
を
経
て
、
向
国
の
友

情
を
育
む
心
構
え
が
さ
ら
に
強
く
な

り
ま
し
た
。
あ
な
た
た
ち
は
私
た
ち

の
将
来
に
誇
る
宝
物
で
す
。
将
米
、

ト
ル
コ
と
日
本
の
友
好
に
大
き
く
．
只

献
し
て
く
れ
る
こ
と
と
確
伯
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

[‘△-

大島小学校にて児童代表から花束を

受け取るユルマズ国防相

西
向
小
学
校
が
大
賞
を
受
賞

ふ
る
さ
と
わ
か
や
ま
学
習
大
賞

県
教
育
委
貝
会
が
主
催
す
る
「
ふ
る
さ
と
わ
か
や

ま
学
習
大
賞
」
に
お
い
て
、
他
向
小
学
校
5
、
6
年

生
が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
受
賞
と
な
っ
た
作
品
は
、
山
、
海
、
川
の
自

然
に
忠
ま
れ
た
小
学
校
周
辺
の
学
習
索
材
を
、
学
年

別
に
ふ
る
さ
と
学
習
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
、
農

家
の
協
力
に
よ
り
丈
現
し
た
体
験
学
習
を
迎
し
て
学

ん
だ
亜
畳
川
の
ポ
ン
カ
ン
竹
り
の
営
み
、
占
座
川
の

inIn
で
建
造
さ
れ
た
第
h
福
竜
丸
の
歴
史
を
探
る
こ

と
を
通
し
て
育
て
た
平
和
へ
の
思
い
、
世
界
で
初
め

て
マ
グ
ロ
の
完
仝
養
殖
に
成
功
し
た
大
島
で
の
体
験

学
習
を
通
し
た
環
境
問
題
、
食
糧
問
題
へ
の
考
察
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

J
,`

ふ
る
さ
と
わ
か
や

ま
学
習
人
賞
は
、
児

箪
生
徒
が
体
験
的
な

学
習
を
通
し
て
地
域

の
自
然
、
文
化
、
歴

史
、
伸
人
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
た
成
呆

を
募
集
し
て
優
れ
た

取
組
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
ふ
る
さ
と
へ

の
奥
味
・
閃
心
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
和
歌
川
を
愛

す
る
心
を
育
む
た
め

に
加
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

受賞した作品を手に町長室に表敬訪問した西向小学校

5, 6年生児童たち

⑰I 広報くしもと 2013.4 広報くしもと 2013.4 
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＾ フ日も明日もぉたつしゃで。

■くしもと町立
病院コーナ....!.

Vol.12 

． 
． 

医師異動のお知らせ

3月31日をもって、 4名の医師が退職します。

0北野義徳医師（外科） 0上田晴彦医師（産婦人科）

ヽ

0大山雄一医師（内科）

ヽ

0永井知行医師（内科）

いすれの医師についても、すでに後任の医師が決定しています。

現在、上記4名が主治医となっている患者様につきましては、基本的には後任の医師が引き
続き主治医を務めさせていただきます。

※新たに着任する医師については、来月号の広報「くしもと町立病院コーナー」においてご紹介させて

いただきます。
ノ

零

-4月からの産婦人科体制について一
上田医師の後任医師については、産婦人科医師不足の問題から、一年を通

じての常勤医師とはなりませんが、近畿大学医学部附閏病院から「医師不在

となることのない体制」で、週交代（常勤）により産婦人科医師を派這いただ

くこととなっています。

現在受診されている方はもちろん、今後受診される方々につきましても引

き読き診察させていただきます。

ただし、週交代での診察となることから「里帰り出産」（すでに受診され出

産予約を受けている方を除く）や帝王切開などの特別な治療を必要とされる

患者様につきましては、当院で出産するごとができません。他院への紹介を

させていただきますので、ご相談ください。

ー救急外来で受診される場合の注意事項ー

戟急外来は、重症患者様の診療が主任務となっています。緊急あるいは重症でない患者様は、

できるだけ通常の外来診察にて受診いただきますようお願いします。

なお、救急外来を希望されても、緊急性がないと判断した患者様については、

①原則、重症の患者様や、適常の受付を済ませ順番待ちをされている患者様を優先しまg

ので、長時間お待ちいただくことがあります。

②医師から処方されるお薬は最低限の呈となります。

③当該疾患の専門医師が診療にあたるとは限らないことから、通常の外来診療を行ってい

る時閻帯に受診することを勧める場合があります。

こ了承ください。

＊救急外来での受診を希望される場合は、事前に電話でこ連絡ください。

ーくしもと町立病院合 0735-62-7111 -

保健センター4月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み•お問い合わせは、

保健センター (fl0735-62-6206)まて。

【乳幼児関係】

乳幼児健診

実施日 時間 内 容

4月4日（木） 13 00-13 30 l歳6ヵ月児および2歳6ヵ月児健診

4月ll日（木） 13 00-13 30 3歳6ヵ月児健診

l300~l3 30 6ヵ月児健診
4月25日（木）

13 30-14 00 4ヵ月児健診

乳幼児予防接栢

安施日 実施痔閻 内 容

4月l日（月） l2 40~l3 lo 2種混合（小6)

4月2日（火） 13 10-13 40 ポリオ

4月3日（水） 13: 10-13:40 2種混合（小6)

4月23日（火） l3 l0~l3 40 MR（麻しん、阻しん） 2期

4戸25日（木） 13.00-13.30 BCG 

※乳幼児予肋接種、乳幼児梵診の会場は保健センター2階ですc
※健診対象名には個別近知します。なお、 4月2311の健診につきまして
は、時閥・内容が変更される場合もありますので注ぶしてください。
※2神混合の予防接神対象は小学いI生の）Jです。
※ポリオの接杜対象は 7歳6ヵ月よlI：らのhです"
※¥lR(U引しん・風しん混合）の接神対象は、 2期… 5栄～ 7淑ふ満で
小苧校就苧Hりの 1年間（幼稚園・保育所の年にの方）

【成人関係】

健康相談

実施El 受付時問 会 均

4月8日（月） I13:00~ 14:30 I i呆健センター2階

※誰でもお気軽に会場へお越しください。
（血IL測定や健康についての相談もお受けします）

教宰

実施日 1 時 間 パ 容

4月24日（水） I13:30- マタニティー教室（前期）

平成25年度検（健）診希望調査票の提出について

提出期限を過ぎていても結構ですので、こ提出い

ただくか、市話でお申し込みください。

～がん検診愛する家族への贈り物～

合月より串本町が行っている成人の検（健）診についてシリースてお知らせします。

第2回 無料で受けられる検診の種類について

2 

II 

便潜血検査(2日間） | 無料
41、46、5l、56、61歳

胸部X線撮影
40歳、 60歳 無料

3日間

頚部細胞診 無料

21、26、31、36、41歳の女性

/1600円子宮体がんを希望

41、46、51、56、61歳の女性 マンモグラフィ検査・視懃診 無料

＼他広報くしもと 2013.4 広報くしもと 2013.4 .. 1③ 



一
串
本
町
で
は
、
次
の
と
お
り
物
件
売

却
に
つ
い
て
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

中
し
込
み
等
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、

UfJ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
串
本
町
役
場
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

了
売
払
物
件

串
本
町
西
向
字
タ
ン
サ
イ
5
0
2

—

ー
【
土
地
】
宅
地
l
2
1
.
9
9
平
方

メ
ー
ト
ル

【
建
物
】
居
宅
4
8
.
2
6
平
方
メ
ー

ト
ル

マ
入
札
期
問

平
成
25
年
4
月
1
日
（
月
）

平
成
25
年
4
月

19n（金）

▼
最
低
落
札
価
格

金
2
5
0
0
0
0
0
円

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

費
が
全
額
免
除
と
な
り
、
小
学
生
・
中

学
生
の
児
充
に
つ
い
て
は
人
院
に
係
る

保
険
適
用
分
の
医
療
費
が
仝
額
免
除
と

な
り
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

配
偶
者
の
い
な
い
男
＋
ま
た
は
女

f

が
児
童
を
扶
尭
す
る
家
庭
な
ど
で
、

f

が
満
18
歳
に
な
っ
た
の
ち
最
初
に
達
す

る
3
月

3
1
H
ま
で
、
そ
の
親
（
杖
養
者
）

と

f
に
係
る
入
院
・
外
来
保
険
適
用
分

の
医
療
費
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

（
所
得
条
付
あ
り
）

③
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療
費
助

成
制
度

次
の
条
件
の
力
の
医
釈
費
の
保
険
適

用
分
が
仝
額
免
除
に
な
り
ま
す
。
（
所

得
条
件
あ
り
）

・
身
休
障
害
者
手
眼
l
級
・

2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
（
人
院
に

係
る
医
療
費
の
み
）

・
粕
神
障
害
者
福
柑
手
帳
l
級
・

2

級・
療
育
手
帳
A
判
定

•
特
別
児
充
払
壺
手
当1
級

④
老
人
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

67
歳
か
ら
69
歳
の

h
で
、
次
の
条
件

な
ど
に
該
当
す
る

h
の
人
院
・
外
来
保

険
適
用
分
医
療
費
が
部
免
除
に
な
り

ま
す
。・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で

な
い
。

•
本
人
お
よ
び
柑
帝
仝
員
が
町
県
民

串
本
町
消
防
団
で
は
、
女
性
硝
防
団

貝
を
券
集
し
て
い
ま
す
。

女
竹
消
防
団
貝
は
、
男
性
泊
防
団
貝

と
異
な
り
火
災
時
の
消
火
活
動
は
打
い

ま
せ
ん
。

入
団
を
希
沼
さ
れ
る
方
は
山
本
消
防

署
ま
た
は
古
沖
消
防
署
で
配
布
し
て
い

税
非
課
税
で
あ
る
。

•
他
の
世
帯
の
方
か
ら
扶
養
を
受
け

て
い
な
い
。

•
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
な
ど

（
所
得
・
資
庄
判
定
な
ど
あ
り
）

◇
入
院
時
食
事
療
養
費
支
給
制
度

①
②
③
の
対
象
者
の
な
か
で
、
．
定

の
条
件
を
満
た
す
方
に
対
し
て
、
入
院

時
の
食
＊
療
養
貨
に
対
し
、
自
己
負
担

分
の
一
部
を
給
付
し
ま
す
。
（
所
得
条

件
な
ど
あ
り
）

烹
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
住
民
課
福
祉
医
療
係

60735

—

62

—

0561 

（
直
通
）

在
屯
で
生
活
さ
れ
て
い
る
外
出
が
困

難
な
高
齢
者
の
力
（
要
介
設
4
ま
た
は

変
介
護
5
で
寂
た
き
り
状
態
の
方
）
を

対
象
に
、
快
適
な
生
活
を
お
く
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
和
歌
山

県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
山
本
支
部

の
ご
協
力
に
よ
り
、

4
月
か
ら
訪
問
坪

愛
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
、

4
月
か
ら
3
月
ま
で

の
1
年
間
に
贔
翡
4
回
ま
で
、

1
回
2

0
0
0
日
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
事
袖
に
利
用
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
や
申
請
手
続

：，；～ 
,'’遍―`：:~グ←
、噴奪泌夕r
公売物件

集

串
本
町
役
場
総
務
課

60735

—

62

—

0555 

（
直
通
）

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
人
の
う

え
、
山
本
町
泊
防
団
事
務
局
ま
で
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
可
）

▼
応
募
資
格

・
串
本
町
に
打
住
す
る
健
康
な
18
歳

以
上
の
女
性

マ
主
な
活
動

•
並
口
通
救
命
講
習
の
受
講
、
補
助
、

指
導

•
高
齢
者
枇
帯
訪
間
な
ど
の
防
火
防

災
啓
発
活
動

・
防
災
訓
線
や
出
初
式
な
ど
の
消
防

団
行
事
へ
の
参
加

．
炊
き
出
し
な
ど
の
災
害
時
の
後
方

ー
又
援
活
動

烹
涅
防
団
員
の
身
分

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

了
消
防
団
員
の
処
遇

・
条
例
に
基
づ
き
、
報
酬
や
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
を
貸
与

し
ま
す
。

・
公
務
災
害
袖
償
、
退
職
恨
焚
金
、

福
祉
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役
場
本
庁
舎
福

祉
課
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
福
祉
課

60735

—

62

—

0562 

面
通
）

山
本
町
で
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
負
担

金
の
収
納
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
・
紬
齢
者
の
自

立
し
た
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
、
調

坪
が
困
難
な
6
5
歳
以
上
の

1
人
葬
ら
し

ま
た
は
6
5
歳
以
上
の
み
の
惟
帯
を
対
象

に
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
菜
者
で
調

坪
さ
れ
た
弁
当
を
お
届
け
す
る
も
の
で

す。

(
l
H
2
回
限
度
）

マ
委
託
先

・
社
会
福
祉
法
人
串
本
町
社
会
福

祉
協
議
会

・
社
会
福
祉
法
人
串
本
福
祉
会

了
問
い
合
わ
せ
先

山
本
町
役
場
福
祉
課

60735

—

62

—

0561 

（
油
通
）

平
成
25
年
3
月
1
日
よ
り
水
追
料
金

が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
で
き

串
本
町
で
は
、

UfJ
内
在
仕
で
各
制
浚

の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
、
保

険
適
用
医
療
費
自
己
負
担
分
の
｛
部
ま

た
は
仝
額
を
助
成
す
る
制
度
を
れ
っ
て

い
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
小
請

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
制
度

内
容
な
ど
叶
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
串

本
町
役
場
什
民
諜
福
祉
医
療
係
ま
で

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

就
学
前
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
入

院
・
外
来
に
係
る
俣
険
適
用
分
の
医
療

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ヤ
フ
ー
公
金
支
払
ペ
ー
ジ
で
の
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
完
了
す

れ
ば
、
以
降
の
水
逍
料
金
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
と
な
り
ま
す
。

T
注
意
事
項

・
窓
11
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
捉

示
し
て
お
支
払
い
た
だ

<
h法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の

I
D
の
収
得

が
必
要
で
す
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
利
用

で
き
る
の
は
、
メ
ー
タ
ー
ロ
径
が
13

呻、

20mm
、
25mm
の
お
客
様
で
す
。

•
1

ヶ
月
の
水
逍
料
金
が3
0
0
0

1
円
を
超
え
る
場
合
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

•
お
支
払
い
は
1
同
払
い
に
限
り
ま

す
。
（
分
割
払
い
不
可
）

・
家
庭
用
の
水
迫
に
限
り
ま
す
。
法

人
の
お
客
様
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
そ
の
他

手
続
き

H
に
よ
っ
て
は
従
米
の
お
支

払
方
法
で
江
叩
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

T
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
水
追
諜

6
0
7
3
5
—

7
2

ー

0
0
8
2（
直
迎
）

圃

お
知
ら
せ

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

泊
防
団
事
務
局

6
0
7
3
5
—

6
2

ー

0
1
1
9

〒
6
4
9

—

3
5
1
0

串
本
町
サ
ン
ゴ
台
］

2
5
6
番
地
1

連絡先

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2-0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

くしもと町立病院
(TEL 6 2ーワ 11 1) 

教

文

串

保

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 

お
知
ら
せ
8
行
事

育委員会
(TEL 7 2-0 0 1 7) 

化センター

（丁EL62-0006)

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（フリーダイヤル 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

http://www.town.kushimoto.wakayama.」pl

串本町メールアドレス（代表）

kikaku@town.kushimoto.wakayama.jp 

憂i〕広報くしもと 2013.4 広報くしもと 2013.4 \
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4国国園11国El
日曜 行事内容（時問） 樗 所 主酋課等

4木 人権行政相談 古座分庁舎 住民課

(13 30~ 15 30) 

ll木 行政相談 己座福祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

18木 人権行政相談 二色多目的梨会所 住民課

(13 30~15 30) 

7 
古田区民会は、（財）自治総合センターによ

る宝くじ社会貢献広報事業のコミュニティ助

成を受け、古田コミコニテイセンターを建設

しました。

【住所】

【構造】

【延床面積】

【海抜l

占田799番地l

木造平屋建て

98.757 rrl 

6.2 m 

今年の火災・救急件数
- 2月28日現在一

火災1牛数

違物 0件

林野 0件

その他 31牛

合言t 3f牛

救急件数

交通 18件

急病 162件

その他 68件

合計 248件

火災のない住みよい豊かな町づくり

ト記のガ々より串本町ふるさとのまちづく

り応援甚金に対し、寄付をいただきました。

ご厚紘に深く感謝巾し上げますとともに、い

ただきました寄付は有効に活用させていただ

きます。

0京都府精華町在住 池 元 泰様

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
： 串本町議会録画放送のお知らせ ； 
: 4月15El（月）より ZTVにて第1回定例：

：会一般質問の様子を録画放送しま寸。皆様：

iぜひご覧ください。
i なお、 El程につきましては ZTVアナロ i
iグ5chの文字放透をこ覧ください。 ： 
； 一串本町議会事務局ー ： 
.............................................................. 

｀ ＇ 

現
在
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
菜

へ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
平
成

23
年
度
よ
り
和
歌
山
県
が
シ
カ
の
個
休

管
理
の
た
め
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
日
程
に
よ
り
、
町
内
全

域
で
銃
器
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
を
行
い
ま

す。
十
分
に
安
全
に
配
慮
し
て
捕
狸
を
行

い
ま
す
が
、
山
菜
採
り
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
で
山
へ
出
か
け
ら
れ
る
時
は
、

ラ
ジ
オ
な
ど
で

g
を
出
し
た
り
、
明
る

い
服
装
を
す
る
な
ど
|
分
な
注
章
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
問

平
成
25
年
4
月
1
日
（
月
）

平
成
25
年
5
月

20n（月）

▼
実
施
場
所

串
本
町
内
（
シ
カ
が
生
息
し
て
い
な

い
潮
岬
・
出
雲
・
大
島
島
内
で
は
捕
獲

を
行
い
ま
せ
ん
）

ヱ
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
忙
業
諜

6
0
7
3
5
ー

6
2

—

0
5
5
8（
直
通
）

愛
玩
目
的
で
の
捕
獲
が
認
め
ら
れ
て

い
た
メ
ジ
ロ
が
、
平
成
24
年
4
月
か
ら

原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

飼
尭
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
飼
投
で
き
ま
す
。

(
l

年
ご
と
の
更
新
が
必
要
）

な
お
、
野
外
で
野
烏
を
観
察
で
き
な

い
高
齢
者
の

h
な
ど
は
、
捕
獲
が
許
可

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

烹
問
い
合
わ
せ
先

【
捕
獲
許
可
】

新
宮
保
健
所
串
本
＇
を
所

60735

—

72

—

0525 

【
飼
養
存
録
の
更
新
】

串
本
町
役
場
産
業
課

60735

—

62

—

0558 

（
直
辿
）

こ
れ
ま
で
建
設
課
で
担
当
し
て
お
り

ま
し
た
公
営
什
宅
（
使
用
料
の
徴
収
を

除
く
）
に
関
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
25
年
4
月

l
n（
月
）
か
ら
総

務
諜
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

烹
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
総
務
課

60735

—

62

—

0555 

（
直
辿
）

差し押えは全額！！
｛徴収殿員は、依権を差し押さえる時は、その全領

を差し押さえなければならない C OO税徴収法第63条〉
偵権（預金など）の元し押さえを行う場合、原則そ

の伍権令額を差し押さえなければなりません。

「ほかの支払いに必要だから」などの巾し出があっ

ても、それを理由に体し押さえ金額の変更はできま

せん。

払いたくても払えない•••そんな時は岸めのご相談を。

串本町役場税務課 TI1(1735-62-（1586 ク

田

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

•
4

月

3
0日
（
火
）

0
国
民
健
康
保
険
税

(
1
期）

0
介
護
保
険
料

(
1
期）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

払
律
に
よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
役

場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）

［広告］ 町阪入の一部とするため有料広告を掲載しています。

小型貸切バスを始めましたff
28人乗り マイクロバス2台
13人乗り スーパージャンボ1台新規導入！
冠婚葬祭、イベント送迎、団体でのこ旅行などにこ利用ください

⑮串本タクシー株式会社
和歌山県束牟妻郡串本町串本1804

TEL 0735-62-0695 FAX 0735-62-0696 
（指定訪問介護事業所 TEL0735-62-6900) 

［広告l町収入の一部とするため有料広告を揺載していますc

早くてきれいで手間いらすIIテジカメプリントやってます。

きれい！ 変退色しにくい！ 早い仕上り！
〔色調補正） 〔カラーベーバーに圏接ブリント〕 〔愚速5分〕

一紀南初の大型デジタルプリンター設醤店一

楽しい思い出づくりのお手伝い

ョ3年星羹悶
TEL 0735-62-39 l l 
FAX 0735-62-4 74 7 

営業時間

AM8:00~ 
PM7:30 

e
 

談相

関

ヽ
こ
し
ーさ

r
、l
肖
•• 
‘
 

談

の己
[
土
五
〗
冦
廊

”

-

だ

呻

碑

[亡
5
-
の
相

求

遺

題

呻

・

問

産

[
J

続

金

払

勁

る

相

個

週

不

す

•••• 

東牟婁郡串本町串本40番地69
Phone. 0735-67-7061 

HP http://www.hlrata-legal.com/ 

「足からの健康館」
足ツポ・整体—· -r閤需”!6-♦体中の血液循覇を良くします。

♦ ドロドロ血をサラサラにします。
♦各臓器や器官の慟きを正常にします。
♦ホルモンバランスを整えます。

営業時間／AM8: 30~PM 5: 00【駐辛場有】
亮全予約甜【定休日】日曜日・祝祭日
串本町串本1734-11TEL0735-62-0520 

⑬広報くしもと 2013.4 広報くしもと 2013.4 \
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手 数

平成25年度狂犬病予防集合注
「狂犬病予防注射」と 「犬の登録受付」を下記の日程で実施します。

狂犬病予防法により、 生後91日以上の犬には登録と狂犬病予防注身寸が義務付けられていますので、 必す
受けてください。

なお、 当日都合の悪い場合は動物病院で注射を受けてください。
（登録と、 鑑札および注射済票の交付は動物病院では行っていませんので役場へ申謂してください）

すの実施について

料

新規登録と注射

注 射 の み

登録手数料

3,000円

注射粕金

2,570円

2,570円

注射済票交付手数料

550円

550円

合計

6,120円

3,720円

4月10日（水）
9: 30~ 9: 45 佐部集会所前

10 : 00~ 10 : 30 上田原寺の付近
l O : 45~ 11 : 15 田原支所跡駐車場
13 : OD~ 13 : 20 占座ヴィラ

13 : 30~ 14 : DD 漁協津荷支所

4月11日（木）
9: 30~10: 10 上野山保育所付近児頚公園横

l D : 25~ 10 : 45 占座青年会館前
11 : 00~ 11 : 20 中湊コミュニテイセンタ ー

l l : 30~ ll : 50 占田青年クラブ前

13 : 20� 13 : 50 新宮保健所串本支所

4月12日（金）

9: 10~ 9: 20 姫JII神社前の三叉路

9: 30~10: 00 姫駅前
1 0 : 15~ 10 : 45 伊串集会所前
11 : 00-----11 : 30 神野川プール横

13 : 00~ 13 : 45 串本町役場古座分庁舎

※犬は引きひも（リ ー ド）をつけて散歩させ、 フンは
必ず持ち帰って始末しましょう。

※首輪には鑑札・注射済票をつけ、 放し飼いはやめま
しょう。

※ベットは愛情を持って、 最後まで飼育しましょう。
て

4月16日（火）
9: 30~10: lO 和深総合センタ ー

10 : 20~ 10 : 35 和深公民館
1 0 : 50-11 : l 0 安指漁港入り口
11 : 20� l l : 30 田子橋
ll : 40� l l : 50 江田集会所

13 : oo� 13 : 20 田並公民館
13 : 30� 13 : 50 串本西中学校体育館衷
14 05�14: 35 有田公民館

4月17日（水）
9: 20~ 9: 40 大島開発総合センタ ー

9: 55� 70: 75 漁協大島支所
10: 35~11 : 00 漁協須江支所
11 : 10~ 11 : 30 峰地コミュニテイセンタ ー

13 : oo� 13 : 1 o 樫野青年会館
13 : 25� 13 : 40 樫野崎駐車場
14 : 10~ 14 : 40 橋杭漁港

4月18日（木）
9: 10�10: 20 老人憩いの家 ・ わかしお

10: 35�11 : 40 串本町役場本庁舎
13 : oo� 13 : 30 旧国道高富橋付近
13 : 45� 14 : 05 ＝色区民集会所
14 : 25~ 14 : 55 サン ・ ナンタンランド駐車場

4月19日（金）

9: OO�lO: lO 潮岬公民館
10 : 25~ 11 : 00 平松コミュニテイセンタ ー

11 : 15� 11 : 35 萩尾塔石集会所
13 : DO~ 13 : 25 出雲消防屯所前
13 : 40� l 4 : 00 ふれあいの家（権硯）

kikakuzaisei
長方形


